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2023 年 5 月 9 日 

各  位 

会 社 名 フルサト・マルカホールディングス株式会社 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 古里 龍平 

（コード：7128 東証プライム） 

問合せ先 執行役員 管理本部 本部長  藤井 武嗣 

（TEL. 06-6946-1600） 

 

報告セグメントの名称変更に関するお知らせ 

 

当社は、2023 年 12 月期第 1 四半期より、報告セグメントの名称を下記の通り変更すること

といたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．セグメント名称変更の理由 

セキュリティセグメントは従来、監視カメラや生態認証などの物理セキュリティの分野を

中心に事業活動を展開してまいりました。近年は物理セキュリティのシステムインテグレー

ターとしてのノウハウを活用し、グループとして注力するスマートファクトリー事業におけ

る重要な役割を担っております。 

このように、セキュリティシステムの取り扱いに加え、モニタリング、センシングなどの

IoT 分野へ事業領域が拡がっていることから、実態に即した名称として「IoT ソリューション

セグメント」へ変更するものであります。 

 

２．変更の内容 

旧セグメント名称 新セグメント名称 

機械・工具セグメント （変更なし） 

建設資材セグメント （変更なし） 

建設機械セグメント （変更なし） 

セキュリティセグメント IoT ソリューションセグメント 

 

以上 
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（参考資料） 

IoT ソリューションの取組み（IoT ファクトリーソリューションズ） 

◼ 見える化 

生産機械の異常や故障をネットワークで収集しリアルタイムに通知することで、ダウン

タイムを最小限にすることを目的としています。また監視カメラを設置することで異常

時の機械の状況を遠隔でモニタリングすることも実現します。 

Solutions  

 

◼ 現場管理 

従業員の動線やモノの管理を可視化することで現場の効率化を目的とします。位置情報

と連動した分析情報を元に、ムダの発見と体制や設備配置の見直し、モノの探索時間の

削減などの検討を図ります。 

Solutions  

 

◼ 防犯・監視 

AI による画像解析によって、モノの管理や不審者の侵入対策など、監視カメラはさまざ

まな場面に活用されています。また、熱感知カメラは火元をいち早く検知することで、火

災防止のために大きな威力を発揮します。 

Solutions 

 

◼ 予兆検知・保全 

収集したデータから異常発生時の原因分析や故障率の分析を行います。また修理・交換

が必要な設備・消耗品の洗い出しを行い、さらには生産工程の見直しにも活用できます。

生産設備のリモート操作も行えます。 

Solutions 

   

◼ 負荷軽減・効率化 

今までヒトの手で行っていた作業をできるだけ自動化することにより、省力化・省人化

を実現します。自動搬送装置、AI による外観検査、遠隔ライブカメラなどの導入によっ

て生産現場の負荷の軽減と効率化を支援します。 

Solutions    

 

◼ セキュリティ 

工場建屋内のみならず外周も含めたより高度な防犯対策も取引先から要求される場合が

あります。カメラやセンサーとの連動や車番認証から出退勤管理までワンシステムで構

築可能です。 

Solutions      

IoT 異常検知・通知 遠隔モニタリング

稼働の見える
化

行動分析 体調管理 モノの管理

侵入検知、画像解析 火元検知カメラ

設備のリモート操作分析生産管理

自動搬送装置 AI外観検査 遠隔カメラ

勤怠車番認識システムゲートカメラ/センサー連動入場規制


